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広域水道管理システムの構成例

水道法改正による民間委託化や市場競争原理導入など,水道事業を取り巻く大きな環境の変化に合わせ,日立製作所は,新しい広域水道管理システムを通じて,水道事業体

や需要家(住民)へのサービス高度化といったソリューションを提案し,水道事業の今後の経営基盤の強化を支援している｡

情報化,国際化が進み,市民の水道に対するニーズ

は多様化している｡社会生活の基盤である上水道事業

を取り巻く環境は大きく変化してきており,業務の効率

化,経営の健全化はもちろんのこと,質的サービスの向

上や地球環境との調和など,多くの課題への対応が求

められている｡

上水道事業は,快適で魅力あふれるこれからの社会

生活の基盤であり,住民や職員の視点に立って水道業

欝
はじめに

100年の旛史を持つわが凶の近代水道は常に整備が進め

務機能を見直すとともに,施設の広域管理や広域運用

の効率化,さらに,経営情報の的確な把握を図るシス

テムの高度化が不可欠である｡

このため,日立製作所は,最新の情報制御技術や汀

(情報技術)を積極的に適用するとともに,これらを通信

ネットワークで有機的に接続し,いつでも,どこでも,だ

れでも情報を共有,公開することにより,住民へのサー

ビスを向上させるための提案に努めている｡

られ,今では国民生活や社会的･経済的諸活動を支える社会

インフラストラクチャー(社会基盤)となっている｡しかし,豊かな

生活水準を維持し,岳普及率と高水準の維持管理の時代を

迎えた現在,水道界を取り巻く環境は大きく変化してきている｡
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需要家の価値観は多様化し,質的サービスの向上や地域

環境との調和が求められている｡また,事業体内部では,高齢

化･高学歴化に伴う労働環境の改善や,IT(Information

Technology)の普及に伴う事務効率化への対方むが急務で

ある｡

ここでは,水道事業を取り巻く環境の変化と今後の展望,お

よび日立製作所が提案するシステムソリューションの例として,

中核都市･政令都市規模の上水道広域水道運用管理システ

ムと市町村広域水道管理システムについて述べる｡

腰
水道事業を取り巻く環境の変化

2001年4月に施行された｢水道施設の技術的基準を定める

省令+や,同年7月に公布された｢水道法改正+によって水道事

業の経営基盤･管理体制の強化が求められ,地方分権化推

進の動きも加わって,水道事業は大きな変化の局面を迎えてい

る(図1参照)｡

現在,わが国の水道事業の普及率は96%を超え,公衆衛

生･生活環境の改善を目指した普及率向上の時代は終わi)つ

つある｡今後は,それぞれの事業体にふさわしい事業運営や,

健全な水環境系の形成に向けた取り組みが求められる｡

2.1水道事業の課題

水道事業が抱える主要な課題は,以‾卜▲にあげる体制の確

立である｡

(1)水源の確保

(2)水源水質問題への対応

〔社会の動向〕

･省庁再編･地方分権･市町村統合

･規制緩和･環境問題

〔水道事業の動向〕

･経営基盤･技術力の強化･広域化推進,技術的業務のタ帽β委託
(当面講ずべき施策…厚生労働省生活環境審議会答申)

･上下水道事業の一体化(新しい公営企業…総務省)

水道法の改正(2001年6月)

･第三者に対する業務委託

･情報提供の充実

水質検査方法の改正

･自動測定法を導入

･連続自動測定器の使用を認可

市町村の合併

･自主的な合併推進

自治体数を1,000にする｡

壬聾
事業体相互の連携 維持管理の民間委託

図1水道事業を取り巻く環境と課題

水道法改正や景気低迷の中で,水道事業を取り巻く環境は大きく変化しようとし

ている｡
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(3)施設の老朽化対応

(4)渇水,地震,事故時などへの危機管理対応

昨今の景気低迷下での厳しい経営環境の中でも,安全で

おいしい水を安定供給するという使命を堅持しつつ,維持管理

コストの縮減に取り組むことが求められている｡現状の水道事

業は,施設も含めた-･つのシステムとして独立完結している｡し

かし,今後は,水道法の改正を踏まえ,事業体相互の連携や

維持管理の民間委託など,合理的かつ効率的な事業執行を

図る必要がある｡

広域水道運用管理システム

3.1広域水道運用管理システムに必要とされる機能

これまでの広域水道運用システムは,水需要予測,水道用

計画,取水･送水計画,配水コントロールなどの広域監視制御

機能を主体として構築されてきた｡ここで口々の水道運用計画

が立案され,その計画に従って浄水場や配水場などの運転管

理業務が行われている｡そのため,情報は常にサブシステム内

で自己完結していた｡

今後は,2.1で述べた課題に対応するために,広域水道運

糊管理システムには以下の機能が求められる｡

(1)経営管理部門の意志決定文授と運転管理部門の実行

支援

(2)長い時間軸での運転管理ノウハウの蓄積･活用

そのため,広域水道監視制御システムとの間で,以下の情

事艮共有を実現する(図2参照)｡

(1)経営管理機能としての事務管理システムとの情報共有

(2)設備のライフサイクルを扱う施設管理システムとの情報共有

これらシステム間のデータベースの連携や,ネットワークを介し

た相互接続も必要となる｡さらに,各担当部署からデータベー

スへ,容易にアクセスできることが必須である｡

事務管理

需要情報

･中･長期計画

･予･実算管理

･資材管理

･検針･徴収

施設運転

情報

･水需要予測

･取水･浄水･送水計画

･配水コントロール

･水質管理

･遠方監視操作

広域監視制御

契約情報

設備･管路情報

設備情報

･設備設計施工

･施設設備計画

･給水図面管理

施設管理

運転情報

図2広域水道運用管三哩システムの機能
広域監視制御,施設管理,および事務管理の三つのサブシステムと.それぞれの

データベースが.相互にネットワークで連動した形態を取る｡



また,事業体相互の連携,維持管理の民間委託,住民に

対するアカウンタビリテイ(説明責任)などの要請を満たすため,

適切なセキュリティを持った外部との接続も必要となってくる｡

3.2 広域水道運用システムの構成

これまで述べてきた要件を満たす,これからの広域水道運用

管理システムの構成例を図3に示す｡

監視制御システムは,需要予測･水運用サーバと広域運転

情報サーバを監視制御系のネットワークに接続することで機能

する｡

この需要予測･水道用サーバでは,需要予測,水道用,配

水コントロールなど,日々の計画･管理業務を実行する｡

このシステムは,水道事業体内の関連部署,関連サブシス

テムとの情報共有が容易なように,内部川ウェブサーバを介し

てイントラネットに接続されるほか,委託先や出張先,職員･管

理者宅からのアクセスと入力が可能なように,エクストラネットに

も接続される｡

また,住民や他自治体に対する情報公開のために,公開可

能な情報を,ネットワークを経由して外部公開ウェブサーバで公

開する｡

施設管理サー′ヾでは,設計,施工,維持管理業務の中で

人力される情報のほかに,運転実績や故障実績などの収集が

必要となる｡このため,このサーバを情報系と制御系の両LAN

に接続する｡

また,施設管理サーバと需要予測･水運用サーバ間を相互

接続することによって拡充･整備を逐次進めることが吋能となる｡

例えば,管網の情報をタイムリーに取り込むことにより,配水コン

浄水管理部署

職員･管理者宅

への非常連絡

水道管理部署 設計･建設部署 維持管理部署

イントラネット･エクストラネット

広域プロセス

7
出張先からの

アクセス

オペレーター

コンソール

部用

工ブサーバ

広域水道管理システム
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トロールに反映するという連携が容易になる｡

プラント側とのリンケージとしては,専用回線のほかに,一般

のディジタル公衆回線を通じ,水質測定局の計測情報など,

間欠的に収集する情報の日動計測にも対応する｡

市町村広域水管理システム

4.1市町村広域化システムの=-ズ

地方の小規模巾町村では,財政難や技術者の不足から,

水道事業運営や維持管理が難しくなってきている｡そのため,

周辺市町村との合併により,共同化や共通化による効率的な

運常をU指す動きが活発に行われている｡

共同化とは,設備の運転監視や維持管理を,共通の人員,

設備で行うことである｡そのためには,運転操作,維持管理,

情報処理などの方法を共通化する必要がある(,

これらのニーズに対し,広域に分散する施設を通信接続し

てデータを集中化し,監視･管理を--･元化するシステム形態が

必要となってきた｡

また,各設備ごとに分散監視,管押しているデータを,要求

に応じてどこからでも引き出せるウェブ端末形態など,ITを駆使

した優れたシステムを構築することが求められるようになって

きた｡

地方の巾･′ト規模システムを対象とする場合の,広域通信

やウェブなどいわゆるIT才女術について,以下の二つのカテゴリー

に大別して述べる｡

市町村広域水道管押システムの構成例を図4に示す｡
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図3広域水道運用管理シ

ステムの構成例

広域水道運用管理システムで

は,平常時の水道用に加え.異

常時の運転支援機能の拡充が要

求されるとともに,共有情報を公

開するサービスが求められる｡

注:略語説明
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図4市町村広域水道管理システムの構成例

日立製作所の市町村広域水道管理システムでは,情報統合,集中監視の上位系システムから維持管現巡回点模の現場周りまで,lTをフルに活用したシステム構築を図っている｡

4.2 情報統合,集中監視などの上位系のIT化

従来は,各上水道設備ごとに監視制御や情報処理設備を

置いて人員を円己置してきた｡今後は,共用化によって運用セン

ターに業務を集約させる必要がある｡そのアプローチとして以下

の2点があげられる｡

(1)高速ディジタル専用回線を通じて運用センターに全機場の

プロセスデータを伝送し,センター側に上位層の監視制御シス

テムを構築する｡

(2)各様場の監視制御システムのヒューマンインタフェース端末

を運用センターに集結させる｡このための■方法には,ウェブサー

バとブラウザによる方式や,リモートターミナルサービスによる方

式などがある｡

4.3 維持管理,巡回点検など現場周りのIT化

異常時の現場対応や巡回点検･計測には,モバイル端末や

iモード携帯電話などにより,データ参照やインナソトといった情報

サービスを現場で受けられることが求められる｡

また,維持管理サービスの民間委託により,サービス会社の

事務所や自宅,移動車中などでは,エビキタスな情報利用環境

が求められることから,ウェブベースの情報処理が志向される｡

三井芳郎
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さらに,保守員は,複数施設を対象とした,異種ベンダーの

コントローラやPLC(Programmable Logic Controller)などの

装置を操作することになる｡

そのため,ベンダーの数に合わせた保守端末を持ち歩くこと

がないように,設定変更などがウェブブラウザからできるように,

オープン化を進めていく考えである｡

おわりに

ここでは,水道事業を取り巻く環境の変化と課題,および口

耳製作所が取り組んでいる広域水道管理システムソリューショ

ンについて述べた｡

口立製作所は,今後も,激変する水道事業のニーズにこた

えるシステムソリューションを提案していく考えである｡
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